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№ 2

この会報は、地球環境保全に考慮し再生紙を使用しています。

１．例　会………〈司会：プログラム委員会〉

　12：00　〈食　事〉

　12：28	 １．チャイム

　12：30	 ２．点　鐘……〈会　長〉

	 ３．開会宣言

	 ４．ロータリーソング斉唱……我等の生業

	 ５．講師・ゲスト並びにビジター紹介

	 ６．会長挨拶並びに会長報告

	 ７．幹事報告

	 ８．出席報告

	 　　第４四半期皆出席の発表（出席委員会）

	 ９．委員会報告

	 10．ニコニコボックス報告

	 11．次週並びに次々週のプログラムの予告

	 　（７／18）……休会（法定休日）

	 　（７／25）……

　　　　　　　クラブ協議会並びに懇親会

（親睦活動委員会）

	 　　17：30 ～　刈谷市総合文化センター

２．クラブ協議会………〈司会：幹　事〉

　13：00	 　　１．開会の言葉………〈司　会〉

	 　　２．各委員長の事業計画発表

………〈各委員長〉

	 　　３．閉会の言葉………〈司　会〉

	 12．点　鐘……〈会　長〉

	 13．閉会宣言

　13：30　14．散　会

ビ ジ タ ー

知立RC　　中川　　敦	様（会長）

知立RC　　渡辺　伸一	様（幹事）

中川　敦	会長、渡辺伸一	幹事

出 席

会員総数　100名　　出席免除　26名

出席義務者＋免除者の内例会出席者　87名

欠　席　12名　　出席率　86.20％

前々回（６／27）の修正出席率 100％

会 長 報 告

１）ロータリー米山記念奨学会より

　　・米山功労者に対して、感謝状が届いております。

　　第４回米山功労者　吉原孝彦会員

　　第２回米山功労者　深谷稔彦会員

　　第１回米山功労者　	磯部一智会員、佐野彰彦会員、

新海伸二会員、豊田貴久会員

第3163回例会プログラム

［当年度＝２回目；当月＝２週目］

2022年（令和４年）７月11日㈪

例 会 日 時　毎週月曜日

　　　　　　12：30 ～ 13：30

例 会 場　刈谷市新栄町３の26

　　　　　　　刈谷商工会議所内

事 務 所　TEL〈0566〉22-2111

　　　　　　FAX〈0566〉25-2111

メ ー ル　kariyarc@katch.ne.jp

ホームページ　http://www.kariya-rotary.com

会 長　小 川 耕 示

幹 事　丹 羽 克 誌

会報委員長　石 川 友 美

2022 ～ 2023年度　国際ロータリー　ジェニファー	E．ジョーンズ 会長テーマ

IMAGINE	ROTARY　イマジン	ロータリー

創立　1954年３月８日

承認　1954年３月30日
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吉原　孝彦	会員

写真左から　新海　伸二	会員

磯部　一智	会員　　小川　耕示	会長

豊田　貴久	会員　　佐野　彰彦	会員

幹 事 報 告

１）会員名簿が出来上がりましたので、本日メール

ボックスに配布させて頂きました。

２）先日配布させて頂きました年次計画書に誤字がご

ざいましたので修正をお願い致します。P.46、活動

方針の１行目「開放」を「会報」に、P.55、１行目「会

長」を「会員」に訂正してください。申し訳ござい

ませんでした。

委 員 会 報 告

●青少年奉仕委員会とロータリー財団委員会

１）青少年奉仕委員会とロータリー財団委員会からの

連絡です。７月15日（金曜日）に、地区補助金事業

の熱中症・紫外線対策のプロジェクトを刈谷東中学

校で行います。

　　青少年奉仕委員会とロータリー財団委員会の委員

のメンバー及び参加が可能な会員の方々は、刈谷東

中学校にお越し願います。

　　８：25　校長室に集合でお願いします。駐車場は、

西側（逢妻駅側）の校門入口から入った所に駐車ス

ペースがあります。

　　よろしくお願い致します。

会 長 あ い さ つ

小川　耕示

　７月から例会会場のマイクを変え

てみました。スピーカーの近くの席

に座っているとブーンというハムが

聞こえるので改善しようと色々やっ

ているうちに、演台と司会用のマイ

クは有線にして、ワイヤレス２本を

予備にしました。オープンになって

いたマイクケーブルを無くしたのでハムは気にならなく

なったのではないでしょうか。また、CDプレーヤーの

レベルとマイクのレベルを合わせて調整したので、飽和

状態でひずんでいた音がすっきりと聞けるようになりま

した。

　今回用意したマイクは、シュアーの SM58ボーカルマ

イクです。このマイクは50年以上の歴史を持つマイクで

ロックスター、ポップアイドル、コメディアン、大統領

と何世代にもわたり、多くのレジェンドたちが、このマ

イクを通して言葉を残したと言われています。

　距離を超えて音を伝達する方法が研究され、マイクが

開発されたのですが、最初に作られたのがカーボンマイ

クです。このマイクは、音質は良くないのですが、起電

力が高く、電話に使われていました。皆様も黒電話の受

話器の口元に使われていたのを覚えていると思います。

1900年代になってラジオやレコードが登場すると、より

音質の良いコンデンサーマイクが開発されました。この

マイクは、起電力が低いのでマイクアンプが必要で、大

きくなってしまうのですが、アーティストには人気で、

今でもスタジオ録音の動画を見ると、色々な種類のコン

デンサーマイクを使っているのが見られます。そして、

今回採用のダイナミックマイクがスピーチ用からカラオ

ケまで現在の主流になっています。廉価で壊れにくくて

使いやすいというのが利用者に受けているのでしょう。

　これからは、携帯電話やウエラブルデバイスに使われ

るより小型で消費電力の少ないシリコンマイクと言われ

るMEMS（Micro	Electro	Mechanical	Systems）マイク、

などがどんどん開発され普及していくのではないでしょ

うか。きっとこんな大きなマイクは骨董品と言われる時

代がやって来るのでしょう。
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各委員会事業計画発表

池田　直樹

出席委員会

石川　友美

クラブ会報・IT委員会

宮地　秀将

親睦活動委員会

佐野　彰彦

雑誌委員会

寺田　博正

プログラム委員会

野村紀代彦

公共イメージ向上委員会

黒田　栄一

会場委員会

角谷　広高

ニコニコボックス委員会

杉浦　文雄	副委員長

職業分類・会員選考委員会

加藤　正則

会員増強委員会

神谷　　強

研修情報委員会


